
 

〈解説〉                                           

（１） 

前の桁数の２倍に１を加えたものが次の桁数です。 

ただし、最後に加えた１桁の数が「９」の場合は１⼤きい数が「１０」なので桁数は「２」増え

ます。 

以上を考慮して表にまとめると次のようになります。 
 

操作の回数 最後の数 桁数 
２
ｎ

をベースにあらわす 

１ ２ 1×２＋１＝３ 
２
２

―１ 

２ ３ 3×２＋１＝７ 
２
３

―１ 

３ ４ 7×２＋１＝１５ 
２
４

―１ 

・ 

・ 

・ 

８ ９ 255×２＋１＝511 
２
９

―１ 

９ ０ 511×２＋１＝1024 
２
１０

 

１０ １ 1024×２＋１＝2049 
２
１１

＋１ 
 

よって (答) ２０４９桁  
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（２） 

５進数でも考え⽅は同じですが、２増えるのが「４」→「１０」のときなので５回に１回です。 

また、２進数で２倍するのは１番後ろに「０」を付け⾜すことなので、桁数を直接２進数で表す

ことも容易です。 

 

操作の回数 最後の数 桁数（２進法） 

１ ２ １１ 

２ ３ １１１ 

３ ４ １１１１ 

４ ０ １０００００ 

５ １ １０００００１ 

・ 

・ 

・ 

８ ４ 1000001111 

９ ０ 10000100000 

１３ ４ 100001000001111 

１４ ０ 1000010000100000 

・ 

・ 

・ 

１８ ４ 10000100001000001111 

１９ ０ 100001000010000100000 

２０ １ 10000100001000001 

 

 

よって（答）1000010000100001000001 

 

 


